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農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」を 基礎から学べる研修
会を開催します！（近畿地区）

～「みえるらべる」で環境にやさしい農産物をPRしませんか？～

【お問い合せ先】

【開催日時及び会場】

https://www.maff.go.jp/kinki/press/kankyo/241030.html
「プレスリリース」近畿農政局ウェブサイト

農林水産省は、本年３月に本格運用を開始した、農産物の環境負荷低減の取組
の「見える化」を更に一層拡大するため、生産者、流通・小売事業者、JA・地方自治
体などの職員等を対象とした研修会を開催します。
本研修会は、「見える化」の基礎から実際の算定シートの入力方法まで説明しま
すので、ぜひ御参加ください。
参加申込については、以下のウェブサイトをご覧ください。

近畿地区
  日  時：令和６年12月18日（水曜日）13時30分から15時まで
  会 場：近畿農政局第１会議室
所在地：京都府京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

※Web会議システムを通じての参加も可能です。

（1）農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」概要説明

（2）「見える化」に取り組む事業者からの事例紹介

（3）温室効果ガスの排出・吸収量と生物多様性保全の取組の算定シートの入力方法の解説・演習

（4）質疑

近畿農政局 生産部 環境・技術課 担当者：林、秋田
代表：075‐451-9161（内線2374）ダイヤルイン：075‐414-9722

【ウェブサイトアドレス】

【研修会の内容】

※申込締切
令和６年12月16日（月）17時

https://www.maff.go.jp/kinki/press/kankyo/241030.html


現場だより

近畿農政局では、2025年に開催される大阪・関西万博が関西の食や食文化の
保護・継承の契機となるよう、団体、企業、個人が取り組む関西ならではの食や
食文化を国内外に発信する活動について「関西 食の「わ」プログラム」として
認定する取組を行っています。
今回、「関西 食の「わ」プログラム」として認定された「1738やんたん里づ

くり会」を訪問し、皆さんにお話を伺いました。 （取材：2024年9月）

1738やんたん里づくり会は、日本緑茶発祥の地と

いわれる宇治田原町湯屋谷地域の活性化・発展を目的

に2018年に発足されました。

茶工場をリノベーションした観光施設「宗円交遊庵

やんたん」を拠点として、湯屋谷地域の魅力を伝える

活動をされています。

湯屋谷地域は、青製煎茶製法を完成させた永谷宗円

生誕の地としても知られており、その功績を語り継ぐ

取組も行われています。

郷土料理「茶汁」の提供

「宗円交遊庵やんたん」では、湯屋谷地域の郷土料

理である「茶汁」を味わうことができます。

 「茶汁」は、自家製のみそ玉と地元の食材に番茶を

注いで作られる、地域で長年愛される家庭の味で、

100年フード(※)に認定されています。

(※)100年フード：地域で世代を超えて受け継がれてきた食文化

を100年続く食文化「100年フード」と名付け、継承していくこ

とを目指す取組で、文化庁が認定しています。

湯屋谷地域の活性化・発展を目的に発足

「茶畑カフェ」とは、宇治田原町で最初に茶づく

りがはじまったと伝わる湯屋谷地域の「大福谷」

で茶摘み体験を行い、茶畑に囲まれながら特製お

弁当と新茶が味わえる体験プランです。

毎年、5月～6月中旬に実施しており、日本人観

光客のほか、外国人観光客も参加されるなど、ま

ちの魅力を発信する重要な役割を担っています。

関西 食の「わ」認定プログラム「茶畑カフェ」

1738やんたん里づくり会の皆さん

湯屋谷地域の郷土料理「茶汁」

茶畑カフェの風景 「宗円交遊庵やんたん」ホームページ
https://www.sk-yantan.com/
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住民の力でまちの魅力を発信し、豊かな風景と食文化を後世へ！！

1738やんたん里づくり会（宇治田原町）

２

https://www.sk-yantan.com/


３

https://www.maff.go.jp/kinki/seisan/smart/241022.html

【ウェブサイトアドレス】
近畿農政局ウェブサイト（スマ農フォーラム特設ページ）

近畿管内生産者にスマート農業の取組等を紹介するセミナー及び企業と生産者等に
よる情報交換を行う「スマート農業推進フォーラム2024in近畿」を開催します。

開催日時：令和６年12月３日（火曜日）13時30分～16時40分

【お問い合せ先】

【開催時期】

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/tyozyu/241101.html
「プレスリリース」農林水産省ウェブサイト

農林水産省は、ジビエ（野生鳥獣肉）の普及、需要拡大に向け、全国ジビエ
フェアを開催します。ジビエメニューを提供する全国の飲食店やご当地フェア
等の情報を特設サイトで紹介していますので、この機会にぜひジビエを楽しん
でみてください。
詳しくは以下のウェブサイトをご覧ください。

令和６年11月１日（金曜日）から
令和７年２月28日（金曜日）まで

全国ジビエフェアを開催中です！
～ジビエの季節がやってきました！～

農林水産省 農村振興局 農村政策部鳥獣対策・農村環境課
代表：03-3502-8111（内線5502）ダイヤルイン：03-6744-7176

【ウェブサイトアドレス】

スマート農業推進フォーラム2024 in 近畿スマート農業技術は実証から実装へ
「みどりの食料システム戦略」関連技術の紹介

【開催案内】

会 場：ナレッジキャピタルカンファレンスルームタワーC Room C01＋02
     （大阪府大阪市北区大深町3-1グランフロント大阪 北館内（タワーC8階））

【プログラム】

【お問い合せ先】

第1部：セミナー（13時30分～15時40分）
1.農林水産省からの情報提供
2.近畿農業に対応したスマート農業技術に関する研究成果の紹介
3.スマートサポートチーム（スマート農業技術活用産地支援事業）の紹介
4.みどりの技術ネットワーク地域会議（みどりの技術カタログ掲載技術の紹介）

近畿農政局 生産部 環境・技術課 担当者：中村、丹治、早津、青山
代表：075-451-9161（内線2190、2314、2318、2393）ダイヤルイン：075-414-9722

第２部：情報交換会（15時40分～16時40分）

【参加申込】
特設ページから
11/26（火）〆

「全国ジビエフェア」外部リンク

※ジビエの魅力やジビエメニューの食べられるお店・ジビエ等商品の買えるお店の情報が検索できます。
参加店は随時追加・更新されます。

https://www.gibier-fair.jp/

https://www.maff.go.jp/kinki/seisan/smart/241022.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/tyozyu/241101.html
https://www.gibier-fair.jp/
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お問合せ先：近畿農政局京都府拠点

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町 TEL：075-414-9015
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

【年計調査】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html「統計情報」農林水産省ウェブサイト

【ウェブサイトアドレス】

〇10月30日 農業経営統計調査 令和５年産米生産費（個別経営体・組織法人経営体）
〇10月29日 作物統計調査 令和６年耕地面積（７月15日現在）
〇10月18日 作物統計調査 令和６年果樹及び茶栽培面積（7月15日現在）

～最近の各種統計情報の公表について～

【ウェブサイトアドレス】

「となりの近畿」では、若手職員を中心に、となりにあるとほっこりするような
近畿農業の魅力をお届けします。

BUZZMAFF

「 BUZZ MAFF『となりの近畿』」近畿農政局ウェブサイト

ナンソレ珍百景と題して、
大阪府高槻市にある謎の
自動販売機を調査してきま
した。一体どのような自動
販売機なのか！？必見で
す！
本作は、入省１年目の職
員 が 初 め て 作 成 し た
BUZZMAFF動画です。

『となりの近畿』

ナンソレ珍百景～農水省1年生、ナゾの自動販売機に迫る～

どきどきのデビュー作となっていますが、温かい目でご覧ください。応援よろ
しくお願いします（デビュー時からのファン募集中）！
【農水省】彦根市長とクイズ大会

今回は、滋賀県彦根市の特
産物を使った彦根市長とのク
イズ大会です。
あの国民的キャラクターの『
彦根市キャラクターひこにゃん
』も登場します。その『彦根市
キャラクターひこにゃん』から
のクイズに正解した人のみ、
彦根市の特産物を食べること
ができます。

彦根市長と『彦根市キャラクターひこにゃん』と、美味しく楽しく滋賀県彦根市
の特産物を紹介しております。

https://www.maff.go.jp/kinki/photo/kekka/video/b10.html

ⓒHIKONE

https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html
https://www.maff.go.jp/kinki/photo/kekka/video/b10.html
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